「私たちが 立ち去 つ た 後 は？」 

「さ ァ。 それ も、 ありま せんね」 

百合 子の 質問 は、 そこまでで 種が 切れて しまった。 

こんな 清楚な 可憐な 令嬢に、 得体の知れない 犯人の こ 

とで、 これ 以上の 質問 はムダ という もの だ。 

しかし、 最後に、 異常な 勇気 を ふるい 起して、 思い 

き つ て、 きいた。 

「こんな 質問 は 本当に 礼儀 知らず とお 思いで しょうが、 

さッき 乱世と 仰 有い ましたが、 それに 免じて 許して 下 

さい ませ。 実は この 邸内へ 逃げ ， J んだ 容疑者と いうの 

は、 密輸品 売買の 容疑者な のです。 密輸品と 申せば、 
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